
硬膜外和痛分娩のご案内 

＜当院の和痛分娩の特徴＞ 
① ⿇酔科標榜医、産婦⼈科専⾨医、新⽣児担当医師が２４時間常駐 

夜間・休⽇を問わず硬膜外⿇酔処置の経験豊富な医師が清潔な⼿術室で処置を⾏います。 
そして、⺟⼦の安⼼・安全を第⼀に考え、産婦⼈科専⾨医および新⽣児担当医師が交代
しながら、24 時間 365 ⽇最善の分娩管理に努めます。 

② 完全オンデマンド⽅式（陣痛発来後に硬膜外⿇酔を開始） 
陣痛や破⽔で⼊院された後に、以降の分娩が順調に進⾏しそうと⽬処がついた時点で硬
膜外カテーテル留置の処置を⾏います。つまり、陣痛の無い状態で⾏う計画⿇酔に⽐べ
て、総分娩時間を短縮し⿇酔薬使⽤量も減らすことができます。 

③ 急変時の対応に対する備え 
当院では、超緊急帝王切開（通称：グレード A）と呼ばれる⺟体や胎児急変時に迅速な
対応を可能とする体制を整えております。 

④ 新⽣児集中治療室（NICU）の整備 
当院は総合周産期⺟⼦医療センターであり、24 時間体制で週数制限なく新⽣児を受け
⼊れる体制を整えています。 

 
＜和痛分娩をご希望の⽅へ（重要なご案内）＞ 
I. 原則として 24 時間対応していますが、⼿術室の混雑やスタッフ体制の都合により実施

できない場合があります。予めご了承ください。 
II. 現在は、⽉毎の実施件数に上限があります。上限に達した場合には、外来担当医あるい

は⼊院中の分娩担当医からその旨をお知らせいたします。上限を超えた場合には和痛
分娩は実施できませんのでご了承ください。 

III. 和痛分娩をご希望の⽅は妊娠 32 週頃の健診時までに外来担当医に申し出るようお願い
いたします。妊娠 34 週以降に検査や⿇酔科受診などの準備が必要となります。 

IV. ⼊院後（陣痛発来、破⽔等）の和痛分娩のご希望は原則としてお受けできませんのでご
注意ください。 

V. 和痛分娩に関する費⽤は、分娩に要する時間によって変化しますが、通常の分娩料に加
えて、約 12〜15 万円（⾃費診療）が必要となります。 
 

 
 その他ご不明点やご相談事がございましたら、⺟⼦診療科外来にてお気軽にお問い合わ
せください。 
  



＜Q＆A＞ 
Ｑ１．和痛分娩とは？ 
Ａ１．お産に伴う痛みを、痛み⽌めや⿇酔のお薬の⼒を使って和らげるというものです。 
 
Ｑ２．和痛分娩の⽅法は？ 
Ａ２．従来はレミフェンタニルという医療⽤⿇薬（痛み⽌め）を静脈⾎管（点滴）から投与

する⽅法で⾏っておりましたが、ここで説明する和痛分娩は硬膜外⿇酔（背中から細
いカテーテルを刺⼊する⽅法で局所⿇酔薬と医療⽤⿇薬を専⽤機器から硬膜外腔に
投与します）を⽤いた⽅法になります。⼀般的に無痛分娩として施⾏されている⼿法
と同じになります。 

 
Ｑ３．どのような⼈が対象ですか？ 
Ａ３．妊娠 36 週以降で経腟分娩可能と医師が判断した⽅で、和痛分娩を希望される⽅が対

象です。ただし、以前に帝王切開をされた⽅、⼦宮⼿術後、常位胎盤早期剥離の既往
がある⽅、脊椎の⼿術歴がある⽅、出⾎傾向がある⽅などは対象外です。詳しくは⺟
⼦診療科外来にお問い合わせください。 

 
Ｑ４．リスクはありますか？ 
Ａ４．以下①〜⑨に述べる硬膜外⿇酔処置による合併症のリスクがありますが、各々記され
ている⽅法により対処をいたします。分娩の安全性に⽀障を来すと判断された場合には、即
座にカテーテルを抜去し、和痛分娩を中⽌します。より詳細な情報は「説明同意書」を御覧
ください。 
① 全脊髄くも膜下⿇酔：意識消失や呼吸停⽌に⾄る重篤な状態。即座に全⾝管理で対応し

ます。 
② 分娩遷延：⿇酔によりいきみにくくなり、陣痛促進剤や吸引分娩が必要になる可能性が

あります。 
③ ⾎圧低下・徐脈：吐き気や嘔吐を伴うことがあります。輸液や薬で対応します。 
④ 頭痛（穿刺後頭痛）：約 1％に起こります。通常は数⽇で軽快しますが、ひどい場合は治

療が必要です。 
⑤ 発熱：約 10％の⽅に⼀過性の発熱が⾒られます。 
⑥ かゆみ：約半数に⾒られます。症状が強い場合は⿇酔を中⽌します。 
⑦ 排尿障害：⼀時的に排尿困難となることがありますが、通常は退院までに改善します。 
⑧ 局所⿇酔薬中毒：⾮常にまれですが、重⼤な反応が⽣じた場合は直ちに蘇⽣や帝王切開

術を⾏います。 
⑨ その他：腰痛、神経損傷、⾎腫、感染、アナフィラキシー、⼼肺合併症など（いずれも

発⽣頻度は極めて低いです）。 



※硬膜外⿇酔後、⼀時的に⾚ちゃんの⼼拍がゆっくりになることがありますが、薬剤の影響
が⾚ちゃんに深刻な悪影響を与えることはほとんどありません。 
 
Ｑ５．硬膜外和痛分娩はいつでも対応してもらえますか？  
Ａ５．原則として 24 時間体制で硬膜外和痛分娩を始めます。ただし、⼿術室の状況や院内

スタッフのマンパワーの問題により、硬膜外⿇酔が不可となる場合がありますので予
めご了承ください。 

 
Ｑ６．リスクのない⼈も⼤学病院で分娩できますか？ 
Ａ６．はい。特にリスクのない⾃然妊娠の⽅でも当院で分娩することは可能です。硬膜外和

痛分娩を希望されても希望されなくても当院で分娩することは可能です。 
 


